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動機 ACC にファイルをアップ
ロードするための API が
見つかりません。
可能ですか？

Fusionのハブは取得できます
が、ACC または BIM 360の
アカウントは取得できません。

なぜですか?!?

BIM360からACCに移行した
いと考えています。しかしな
がら、プロジェクト作成の
API が欠落しているため、
それができません

ステップバイステップのチュートリ
アルに従って、ファイルをアップ
ロードしました。 Fusion では作動し
ますが、Docs では作動しません

BIM 360 と ACC の
違いは何ですか? ハブとは何ですか?

アカウントへの API のア
クセスを有効にするには
どうすればよいのですか?
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ファミリー製品の概要

2 API – Big Picture/概要

3 プロジェクトデータへのアクセス–モジュール別
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ファミリー製品の概要



製品とサービスの進化

（施工管理）

Vela 
Systems
買収

BIM 360 Field 
ブランド変更

BIM 360 
Buildの
発売

Autodesk Build 発売

Horizontal 
Glue 
買収

BIM 360 
Glue 
ブランド変更

BIM 360 
Coordinate 
& BIM 360 
Designの
発売

Autodesk BIM Collaborate/Pro 発売

Autodesk Takeoff 発売

PlanGrid 買収

Assemble 買収

BuildingConnected買収

Pype買収

Autodesk 
Construction Cloud

ACC は、デジタルビルディ
ングライフサイクル全体に

わたって機能をシームレスに
適用できるように、すべての
チャンピオン機能が一度のロ
グインで使用できる統合プ
ラットフォームです。

Autodesk Construction Cloud 
プラットフォームサービス

BIM 360 Docs 発売

製品とサービス
アップデート予定

ProEst買収

Autodesk Docs 発売



最新の製品提供

製品

https://construction.autodesk.co.jp/products/



最新の製品提供 (US)

製品

https://construction.autodesk.com/products/



Unified Products/統一製品



製品/サブスクリプション＆モジュール
ACC BIM 360



製品/サブスクリプション＆モジュール



製品/サブスクリプション＆モジュール



製品/サブスクリプション＆モジュール



製品/サブスクリプション＆モジュール



製品へのアクセス
acc.autodesk.com & acc.autodesk.eu



製品ロードマップ

https://construction.autodesk.com/
products/product-roadmap/



 apps.autodesk.com

o すべてのユーザーが閲覧可能

o アプリがアカウントにアクセスするための設
定はカスタム統合タブを使用

パブリッシュプロセスは同じ :
https://www.autodesk.com/developapp

 プロダクト内のストア（アプリアプリ
ギャラリー）

o アカウント管理者のみ閲覧可能

o 簡素化されたアプリのAPI アクセス



概要



 Authentication (OAuth)

Data Management API

Model Derivative API

 Viewer

 Admin API 

 Issues/指摘事項 API 

概要
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 Authentication (OAuth)

Data Management API

Model Derivative API

 Viewer

 Admin API 

 Issues/指摘事項 API 

概要

プラットホーム API

ACC/BIM 360 API



プラットホーム API

Docs固有

Unified Products/統一製品 and API

ACC/BIM 360内の共有サービス





 APS 基本

o Authentication (OAuth) 

o Data Management (DM) API

o Model Derivatives API

o Viewer 

 Learning 

o aps.autodesk.com  >> Getting Started 

o 設定

o チュートリアル

o Githubへのリンク





 アカウント管理者が、[設定] >> 
[カスタム統合] で API アクセスを
有効にする必要あり

 「プロビジョニング」

アクセスの有効化 コーディングする前に

BIM 360 UI 



API アクセス/プロビジョニング

 ACC UI - BIM 360と同様

 アカウント管理>> BIM 360管理 >>設定

 カスタム統合タブは、すべてのアカウントで
アクティブ

ACC UI 



 アカウント管理とDocs 

 社内開発または
3rd パーティ開発者を招待

アクセスの有効化



https://aps.autodesk.com/myapps/ 



 アプリケーションのクライアント ID を作成するとき

 https://aps.autodesk.com >>  Sign in >> Applications

プロダクトの選択

*1) 新しい Admin API を除く. GET projects/users 下位互換性

https://aps.autodesk.com/myapps/ 

Proxy to UseProduct(s) to Support

BIM 360 APIBIM 360

BIM 360 API
BIM 360/ACC
互換性のあるAPIのみを使用

BIM 360 API
& ACC API

BIM 360/ACC.
すべてのAPIを使用

ACC API 
ACC
ACC固有のAPIのみを使用 *1



 OAuth2

o 2-legged

• アプリケーションコンテキスト

o 2-legged ＋ユーザーになりすまし (x-user-id)  

• ユーザーコンテキスト

o 3-legged

• ユーザーコンテキスト

• 認可サーバーにリダイレクト

*1) 現在は混在。/admin/、/hq/v2/ を含むエンドポイントは 3LO をサポート。

o 2-legged 認証はパワーユーザーの権限が与えられます。可能な限り3-legged を使用してください。

o https://aps.autodesk.com/en/docs/oauth/v2/developers_guide/overview/

認証方法

ACC 統合製品/BIM 360 “
バーティカル” モジュール

ACC/BIM 360 AdminAutodesk/BIM 360 DocsBIM 360 Team/
Fusion Team

xOOx2-legged

O△*1OO3-legged



 基本的なワークフローはどの製品でも同じ

 いくつかの相違点:

• Docs は 2-legged と 3-leggedをサポート

• “Hubs” は、Autodesk/BIM 360 Docs の “Accounts” に相当

• Docs はアカウント管理ページで API アクセスを有効にするための追加の手順が必要

• Autodesk/BIM 360 Docs のアカウントとプロジェクトのIdはb.xxxで始まり、それ以外のプロダクトはa.xxxで始
まる

• *:autodesk.core:*ではなく、*:autodesk.bim360:*の拡張タイプを使用
詳細:  https://aps.autodesk.com/en/docs/data/v2/developers_guide/basics/

で にアクセス





コンポーネントサービスと構造

Autodesk Platform API

BuildTakeoffBIM Collaborate/Pro

• Forms*1

• Photos*1

• Sheets*1

• AutoSpecs*1

• Assets
• Cost
• RFI
• Checklists*2

• Takeoff*1• Model Coordination

• Admin*3

• Issues*3

• Locations*3

• Data Connector
• Model Properties
• Relationships

Shared Services
共有サービス

• Naming standard• Custom attributes
• Permissions
• pdf export*3

Docs

*1) ACC のみ, *2) BIM 360 のみ, *3) 変更
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共有サービス



 Data Management API + Docs 固有の API
(Viewer + Model Derivative) 

 機能の違い

o ACC には「Plans」フォルダーがない

• 単一ページの PDF作成 (PDF エクスポート)

o “For the Field” in ACC (~3/22, 2023 モバイル同期) 

o Permissions/権限

o Custom attribute 2021 年 3 月 23 日以降作成のプロジェクトより
カスタム属性の動作変更 (API 未定)

 DM API, GET projects >> data[n].attributes.extension.data.
projectType = “ACC” | “BIM360”

 Naming convention/命名規則 read API – Oct. 2021 

 Export PDF API /書き出し-マークアップ in ACC – Nov., 2022



API 

 部分的な互換性のみ

o 例）ACC プロジェクトの作成の欠落

 ハブの種類を区別する方法がない

 最優先エリア

o テンプレートを使用したACCプロジェクトの作成

o ACC にプロジェクトユーザーを追加

 最近追加されたAPI

o プロジェクト、プロジェクトユーザーの読み取り
(互換性あり)



指摘事項

 共有：Docs, Build, Design Collaboration, Model 
Coordination, Revit, Navisworks 

 API 

o 互換性なし

o ACC Issues (2022年9月) 

o B360 Issues v2 移行(８月) 

o ギャップ -優先度の高い領域

• 「プッシュピン」のサポートの追加

o References/参照

• ACC：Relationships APIを使用

• B360：Issues specific API を使用



 Data Connector API

o API自体は互換性があり

o データは異なる場合あり

o jsonフォーマットのスキーマ

o プロジェクトレベルのサポート（2022年7月）

o Tip: アカウントレベルのエグゼクティブ概要権限

o Activities/アクティビティ の追加



 プロジェクト内の物理的な場所を階層構造で
表示

 Project Admin機能で設定

 指摘事項、アセット、その他のBuild機能
(RFI、フォームなど) から参照

 Read API ACCとB360 (2021 年 7 月)

 write API ACC のみ (2022 年 8 月)

場所



Issues

Assets

Document 

Management
Model 

Coordination

 異なる機能コンポーネント (ドメイン) に属する項目 (エンティ
ティ) 間のリンクを表現

 BIM 360 および ACC のさまざまなモジュールによって使用：例

o Model Coordination, Assets, Forms, Photos, Cost

o a.k.a. “Reference Picker” /「参照ピッカー」

o 実装されたのが古い場合は使用されていない可能性あり

 読み取りと書き込み可能 (2020 & 2021) 



 Derivative Services (svf2) 上に構築され、BIM モデルの分
析用にプロパティデータを拡張

o Index –モデルプロパティのクエリ、フィルター

o Diff - 2 つのバージョンを比較

 製品で使用

o Design Collaboration における変更の表示分析

o Model CoordinationでのClash/干渉解析

o Assets のモデルベースのワークフロー

 検索/クエリを詳細に制御

o Autodesk/BIM 360 Docs のモデルで動作。

 別のセッションがあります。
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 3D モデル間の干渉を検出

o rvt, dwg, ifc, nwc

 API

o ACC & BIM 360互換性あり

o 関連する API : Model Properties API (2022 
年 2 月) は、すべての ACC 統合製品に拡張
されています。



 2D および 3D での定量化。 ACCのみ

 API

o インベントリーデータの読み取り (2021 年 10 月)

o プロジェクト設定（分類・設定）書き込み（2022年2月）

o フォームクラスタツール
viewer.loadExtension("Autodesk.VisualClusters")



 Assets/アセットAPI (Feb, 2021) 

o 互換性があり

o References/参照 - Relationships API を使用

o ACC プロキシに/construction/ エンドポイントを
提供。同じバックエンド。

 RFI/情報提供依頼 API

o 互換性あり, アタッチメントを除く

o /construction/ エンドポイントは非推奨。
/bim360/ エンドポイントを使用してください



 Checklists/チェックリスト – BIM 360 

o 読み取り API 

o 互換性なし

 Forms/フォーム – ACC 

o PDFとWebフォーム。チェックリスト、レポート

o フォーム/テンプレート 読み取りAPI（2021年3月）

o フォーム書き込み API (2023 年 4 月)

 Photos/写真 – ACC

o 読み取りAPI (2021 年 6 月)

• POST photos:filter

• GET photos/:photoId



 Sheets/シート - ACC

o 複数ページの PDF を個別のページに変換

o PDF のみ (rvtはサポートされていません) 

o 読み取り/書き込み API (2022 年 8 月)

o DM API に似たワークフロー
+ 追加の手順

 AutoSpecs – ACC

o Intelligently create submittal logs

o Submittals/提出物ログをインテリジェントに作成

o 新機能 2023 年 3 月～

o 読み取り API



 予算や変更要求などのコストを管理、追跡

 カスタマイズ機能による多くの機能強化

 API

o 互換性があり

o 機能を包括的にカバー

o Webhook (2023 年 2 月)

o リクエスト歓迎



 aps.autodesk.com >>ドキュメント

o Field Guide/フィールドガイド

o Tutorials/チュートリアル

o Reference guide/リファレンスガイド

 github.com/autodesk-platform-services

o Postman コレクション

o 基本的なものから高度なインテグレーション
まで幅広いコードサンプル

 ブログ: aps.autodesk.com/blog

o アナウンスやヒントなど

さらに詳しく知る

Analyzing clashes 
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